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  202２年 8・９月号 

県立大磯高校 保健室 

８月７日は暦の上では「立秋」です。とても秋とは思えませんが、夏の疲れを秋に残さないように、しっかり 

体調管理をしましょう。暑さはまだまだ続きますよ。 

  8・9月  

熱中症について 

今年は異常な暑さで、夏休みに入ってからも毎日のよ

うに、熱中症と思われる生徒が出ています。 

夏休み中に生活リズムがずれた人は、熱中症になりや

すい状態です。下のことに気をつけましょう。 

☆ 早めに寝て、７時間以上の睡眠時間を確保しましょう。 

☆ 寝る前と起きたときはコップ１杯の水を飲みましょう。 

☆ 1 日 1.5ℓ以上の水分をとりましょう。 

☆ 運動をする人は、水やお茶だけではなく、スポーツドリン 

クや経口保水液などで、塩分と糖分を補給しましょう。 

☆ 食事は抜かず、３食とりましょう。 

☆ 平日、休日の就寝時間と起床 

時間はあまり変えないようにしま 

しょう。 

 

 

８・９月の保健関係行事 

環境衛生検査（ダニ） 

９月２日（金）  

 

スクールカウンセラー来校日 

8月 30日（火）  

9 月 13（火）、９月２７日（火） 
※希望する人は早めに予約をしてください。 

 

保健室からの連絡 

◎「夏休み明けの健康調査」について 

夏休み明け後の健康管理のために健康調査を行います。 

提出日：8月３1日（水）までに担任に提出してください。 

◎日本スポーツ振興センターの給付について 

夏休み中に学校の管理下でけがをして受診をした生徒は、早

めに保健室で医療費の給付の手続きをしてください。 

  

                  9 月 9 日は「救急の日」です。今回は皆さんの身近にあるAEDについて触れたいと思 

います。大磯高校にはAEDが３台ありますが、どこにあるか知っていますか？ 

 

職員玄関・山側校舎２階・体育館入り口です 

         突然倒れた・呼びかけに反応しない・普段の呼吸と違う時は、心臓が正しく動いていない 

ことがあります。AEDは電気ショックを与えて心臓の動きを正しく戻す機械で、使 

用するのが早いほど救命率は上がります。誰でも使うことができます。 

         電源を入れると音声のメッセージが流れるので、その通りに使用します。AEDを使 

う時は同時に救急車も要請します。電気ショックが必要か必要でないかは機械が判断 

します。   

AEDの役割 

AEDの使い方 

注意：呼びかけに反応しない人には、AEDが到着するまで「胸骨圧迫」が必要で 

す。また、機械が「電気ショックが必要なし」と判断しても呼びかけに 

反応がないときは、「胸骨圧迫」が必要です。 
 

 

あなたは、自分が困ったときに「助けて」といえ

ますか？実は大人でも上手に SOS を発信でき

ず一人で悩みを抱えこんでしまう人は少なくあ

りません。人は誰でも助けたり、助けられたりし

て生きていくものです。だから周囲の人に助け

を求めることは、恥ずかしいことも情けないこ

とでもありません。むしろ社会の中で生きてい

くコミュニケーション能力が高い証拠です。「助

けて」と言えば力を貸してくれる人や、苦しみに

寄り添ってくれる人が、必ずいますよ。 

 

 

 


